
(別紙 １) 佐賀県農業大学校農産加工研修館を利用した 

   「平成 30 年度農産加工支援研修」の受講生募集について 

【目 的】 

  農業大学校では、新たな農業経営戦略として農産加工を取り入れた６次産業化を促進す
るため、農産加工に関する基礎研修、応用研修の 2 つの研修を実施する。 

   

１ 研修の種類と募集内容 

種類 基礎研修 応用研修 

対 象 ○新たな農業経営戦略として農産
加工による６次産業化に取り組も
うとする農業者等 

○農産加工の品目を選択し商品開発に取
り組もうとしている農業者等 

○既に農産加工品の試作・製造・販売に
取り組んでいる農業者等 

（食品営業許可をもつ農業者） 

募集定員 10 名程度 

 

5 名（組織）程度 

（個人・組織） 

内容 

 

○最近の６次産業化の動きや食品

製造に関する法律、食品衛生の知 

識等について習得。 

○実際に施設を利用した農産加工

品づくりを通じて、農産加工の知

識・技術を習得するための基礎的 

な研修 

○試作研究及び専門家のアドバイスによ

る売れるものづくりなどの商品開発力や

経営力を向上するための加工技術や新商

品開発を支援する研修。 

○受講者が抱えている課題解決のための

試作・研究を行うことにより、加工技術

の向上や新商品の開発を支援。 

カリキュラ

ム等 

講義又は演習  別紙２の研修計画参照 

受講申込書 様式１ 様式２ 

２ 研修への参加申し込み及び提出先 

  研修への参加を希望する農業者は、受講申込書の様式に必要事項を記入の上、県内各地

区の農業改良普及センターを通じて農業大学校研修部農業研修課農家研修担当へ申し込

む。 

３ 募集期間      平成３０年４月１６日(月)～６月１５日(金)  

４ 特記事項 

（１）受講希望者が多数の場合は、書類選考をする場合がある。特に、演習で試作や実習
を行う場合、食品衛生管理が必要な施設の性格上、定員以上での研修は開催しない。 

（２）受講決定については、地域農業改良普及センターを通じて連絡する。 
（３）研修の受講者は、農業大学校の学生で組織する農業大学校農産加工研究会に準会

員として加入し、研修に取り組むこととする。 

 



（別紙２）  

        平成 30年度 農産加工支援研修カリキュラム 

１．基礎研修   

○対象；新たな農業経営戦略として農産加工による６次産業化に取り組もうとする農業者等  ○定員；10 名程度 

○研修内容；農産加工の知識・技術を習得するための基礎的な研修 

時期 内  容 講師 形式 備考 

第１回 7月 5日(木) 

Ⅰ．農産加工をはじめる前に 
＊６次産業化・農商工連携の動き                                                                                                                                                                   
＊知っておきたい農産加工に関する法律・食品表示 

   ～食品衛生管理、施設管理、食品表示制度等について～ 
＊食品衛生をふまえた加工施設利用マニュアル 等 

本校職員 
 
佐賀中部保健福祉事務所
衛生対策課 
  

講義 

受講者：10名程度 
 
開催時間 13:30～16:30  
 
（※農業ビジネス研修② 
10：00～16：00予定） 
 
試作実習：5回 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
＜第２回から第６回＞  Ⅱ．加工品づくりに挑戦しよう！ ～農産物の特徴を活かして、試作から商品づくりまで～ 

※加工品目に応じてチームを作り商品化にむけた試作実習 

第２回 7月12日(木) 
・商品づくりについて 

・原料下処理 
本校職員  演習 

第３回 7月 19日(木) ・開発作業 本校職員 〃 

第４回 7月 26日(木) ・原価計算(原材料)、・売価計算 本校職員 〃 

第５回 8月 2日(木) ・裏面表示、表面表示、・ラベル作成 
外部講師 
本校職員 

〃 

第６回 8月 9日(木) 
・プレゼンテーション 
・試食評価 

本校職員 〃 

第７回 8月 23日(木) 
Ⅲ．農業ビジネス研修①＜基礎・応用研修 合同研修＞ 
 
＊食品衛生強化研修「一般衛生管理とＨＡＣＣＰについて」 

外部講師 等 
講義 
演習 

第８回 8月 30日(木) 
Ⅲ．農業ビジネス研修②＜基礎・応用研修 合同研修＞ 
 
＊先進事例調査～６次産業化の取組事例を学ぶ～ 

起業農業者 等 
現地 
研修 

第９回 9月 6日(木) 
修了式 
＊研修の振り返りと今後にむけた意見交換 
＊修了式 

本校職員 等 講義 



 

2．応用研修  

○対象；農産加工の品目を選択し商品開発に取り組もうとしている農業者等、または、現在、農産加工製造・販売に取り組んでいる農業者等 

○定員；5 名（組織）程度（個人又は組織） 

○研修内容；商品開発力や経営力を向上するための研修加工技術向上や新商品開発を支援する研修 

回数・時期 研修内容 講師 形式 備考 

7月 4日(水) 
13:30～16:30 

Ⅰ．試作研究の個別計画作成 
＊試作研究の個別計画・コンセプトづくり 

本校職員 等 講義 
募集定員：5名（組織）程度 

（個人又は組織） 
 

※受講内容や課題に応じ

て、専門家に相談 

 
    7月～１月 

（3～5回程度） 

Ⅱ．個別研修 
＊商品づくりと試作研究 
＊地域農産物を使った新商品の開発 
＊「製品から商品へ」加工品の改良 

本校職員 
農産加工アドバイザー    

等 
演習 

8月 23日(木) 
    13:30～16:30 

Ⅲ．農業ビジネス研修①＜基礎・応用研修 合同研修＞ 
 
 ＊食品衛生強化研修「一般衛生管理とＨＡＣＣＰについて」 

外部講師 等 
講義 
演習 

8月 30日(木) 
10:00～16:00 

Ⅲ．農業ビジネス研修②＜基礎・応用研修 合同研修＞ 
 
 ＊先進事例調査～６次産業化の取組事例を学ぶ～ 

起業農業者 等 
現地 
研修 

   2月 

（1回） 

 

Ⅲ．農業ビジネス研修③ ・ 修了式 
 
＊販売戦略研修 
＊商品評価・振り返り・意見交換 

 
＊修了式 

本校職員 
関係機関 等 

講義 
演習 

 



（様式１） 

平成 30年度 農産加工支援研修【基礎研修】 受講申込書 

平成  年  月  日   

農業大学校長様 

  農産加工研修館を利用した上記の講座を受講したいので、申し込みます。 

申込者 氏 名 
 

                    

所在地住所等 

〒 

 

 

電話番号  

自宅（     ）      － 

 携帯      －       －      

農業経営の概況 

 

 

 

※経営品目及び栽培規模等 例）水稲 200ａ、大豆 100ａ、麦 400ａ、いちご 30a  

受講の動機 

及び 

農産加工に対する今

後のビジョン・目標 

 

今回の研修で試作 

したい品目・内容 

※具体的にあれば 

品目 : 

 

内容 : 

 

 

備 考 

 

 

 

 

※個人情報の取扱いについて 

  ご記載いただいた個人情報は、当研修の実施・運営のために利用させていただきます。受講者の同意

がある場合または法令に基づく場合を除き、取得した個人情報を第三者に提供することはありません。 



（様式２） 

平成 30年度 農産加工支援研修【応用研修】 受講申込書 

平成  年  月  日   

農業大学校長様 

  農産加工研修館を利用した上記の講座を受講したいので、申し込みます。 

申込者 

組織名  

氏 名  

所在地住所等 

〒 

 

電話番号  

自宅（     ）      － 

 携帯      －       －      

農業経営の概況 

 

 

※経営品目及び栽培規模等 例）水稲 200ａ、大豆 100ａ、麦 400ａ、いちご 30a  

農産加工の概況 

営業許可の有無 ：  有  ・  無 

 

（営業許可 有の方のみ記入をしてください） 

・営業許可の種類 : 

・現在製造している主な加工品 : 

 

・現在取組んでいる農産加工の問題と今後の課題： 

 

・営業開始時期 : 昭和・平成    年  

今回の研修で試作 

したい 

品目・内容・時期 

品目 : 

 

内容 : 

 

時期 : 

 

希望する 

講師・受講内容 

※具体的にあれば、記入。 

 

 

備 考 

 

 

※これまでに農業大学校が開催した 6 次産業化支援研修を受講した事のある

場合は、その年度と受講研修名を明記してください。 

※個人情報の取扱いについて 

  ご記載いただいた個人情報は、当研修の実施・運営のために利用させていただきます。受講者の同意

がある場合または法令に基づく場合を除き、取得した個人情報を第三者に提供することはありません。 


